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お， 労働力， 資木l!~'， íl~j，山市場の不完全さの具体的問題として， 農地制度， 水利秩序， 集
落構j丘，独占資本からの圧力などの経営外部諸条件との関係ももちろん考慮しておかねば
ならない.
さて企業，'i'~J稲作経営の共 fA， ~I"J判 ))1)基準として，まず第 11こ家依経営で稲作のみによって，
稲作農業労働力単位3人以上を受容できる生産力ああいは経営耕地規模をもっていること
である • U~2 は，稲作企~\~利 ìl日jが正胞 と なることであ る.第 3 は 白家の生産要素に帰属す
る稲作25業所得でもって，照準的家計費を充分に維持できることであゐ.ここで第1の条







































藤 1301 1.841 




戸数28，891戸の中， 2 ha以上農家が34%，3 ha 以













緋年主J也 :在良民f是日 労働 生産)~ 民首:l'I 肥料 1~ u古村 水干'm 防除t~ 建物資 良mt ifiカ貨 労働賃 料賃 料金 ;十
混悦 者 時 Hi! 科 j~
実 - h“ 5.6 146.6 480 k， 523 4，初1 828 2.057 1，02 1，245 4，513 450 14，29 1，931 31，090 ヱ坤之j純 ( l.8) 
O h， (63.~) 157.1 503 461 4，405 ge7 1.340 1.052 1司208 4.685 67 16.134 708 31.66 1 -2 
a hn 71 7) 139.8 53 543 4，331 97 1.758 843 951 4.284 ~29 14.823 251 29，216 2-3 ( 2 
当 ιA3K ha 7.25 130.3 51 561 4幻2 1，08 J ，5 8 972 956 4.198 347 14.034 536 28，51 ( 2.75 ) 
事均 ( 6i4il 140.2 525 528 4，321 1，06 1，645 967 1.060 4.378 458 14.707 743 29，813 
制1純ha 木田園柵 4.2 163 1，344 259 643 313 389 1.410 1 4.46 603 9，714 71.1' 
五 ha 121 46.9 138 1.315 298 40 314 361 1.39 202 4.816 21 9，450 1-2 
O h. 39.4 153 121 il 8.24 数々 2-3 24 1.21 281 495 237 268 1.206 4.172 
当 以3」hニa 347 35.5 153 1.163 286 432 265 260 1.143 95 3，821 146 7.74 
平均 174 4M 151 1，23 287 470 276 303 1. 252 131 4，206 212 8.523 
1 ha来消
調主S哩:ttl& 1.7 13.8 2.7 6.6 
t咋 16 
3.2 4.0 14.5 1.5 45.8 6.2 10 
成 1-2 h. 10 1.5 13.9 3.1 4.2 3.3 3.8 14.8 2.1 51.0 2.2 10 
;明l
合 2 -3 h. 6 1.9 14.8 3.4 6.0 2.9 3.3 14.7 1.5 50.7 0.9 10 
3 h， 以上 8 2.0 
、-布~ 15.0 3.8 5.6 3.4 3.3 14.7 1.2 49.2 1.9 10 
平 均 ~t 40 1.8 14.5 3.4 5.5 3.2 3.6 14.7 1.5 49.3 2.5 10 
」
424 4， 359l I 1 8201 g 釧剣E19 0 6 3i S6 4 L 凹814， 2551 141 16，5211 1， 653i 31， 567 O 1~2ha 6.7(3.3)1158.51 528.11 420 1 4，31211. 1121 9971 835 1 9151 4，4811 343 15，8381 6341 29，887 
ア 2~ 3 ha 6.9(3.2)1150.61 502.71 481 1 4，76011， 0851 1，2671' 964 1 7941 4，2551 348 15，2361 1991 29，390 
;t.-当 3 ha以上 7.2(3.1)1135.01 536 1 532 1 4，33711，1081 1，4231 931 1 8571 4，1091 347 14，3831 5231 28，550 
り平 均 6.2(2.8)1154.41 524.21 454 1 4，40211，12911，146お31 9371 4， 3041 286 15， 6461 8381 30， 025 
1 ha未満 63.8※ 47.4 122 1; 250 341 305 248 315 1，220 41 4，737 474 9，051 
五 1 ~ 2 ha 139. 7 45. 0 119 1. 225 316 283 237 260 1，273 97 4，499 180 8，489 O 2~3ha 246.2 44.9 144 1，421 324 378 288 237 1，270 104 4，547 501 8，770 
k当りg 3ha以上 341. 7 37.8 149 1. 213 310 398 260 240 1， 150 97 4，024 146 7，988 
平 均 120.7 41. 2 130 1， 260 323 328 253 268 1，232 81 1 4，477 240 
(単位 円)
生i第1次1ft貸 利資 本子 J也 {t 生!Il産2次n 
28，867 1，579 1，246 31，693 
29.537 1，48 1，194 32，2J9 
27，307 1，741 1，21 30，260 
26，784 1，517 1，253 29，55 
27，860 1，568 1，230 30，65 
9，019 434 389 9，902 
8，818 44 356 9，6J8 
7，686 490 341 8，518 
7.293 413 '341 8，047 



























































経 '日 ~Jト jむ m W! lJlj 
前年比
11m科目iIと竺臼~ 3 ha I 3ha以上
組; fij; 員 5.6 ノ、 @ (0.1) ⑩ ⑫ ⑬ ⑩ 5. 7 5.6 5. 3 6.0 6. 4 
自家農業従事日数 207 日 336 92.6% 159 339. 5 471 635 
経営耕地問 fi 126.1 a 166 ム9 64 148. 1 249 349 水E1:I(149) (ム12) (52) (137) (231) (316) 
様業 粗収 益 702.0千円 うち887.3 119.2 302. 2 858. 5 1， 175. :~ 1，843.1 米(829.1) (112.8) (661. 6) (1， 070) (1， 562.2) 
J決業 経 営費 267. 7千円 116. 9 99.4 293. 1 3，18.9 652. 5 
農業 月f 得 434. 3千・同 576. 1 120.4 202.8 565. 4 826.4 1， 190. 6 
農 外 }')I {与 256. 5千円 229.6 107. 7 390. 9 148.0 8. 5 92.6 
決家 月I 得 697. 8千円 808. 7 116.5 593. 7 713.4 91<1.9 1， 283. 2 
1且税公説!諸負J1I. 69.4 104. ，1 43. 1 '17.9 85.9 150.3 
話そ が;家 計141: 605. 3千円 691. 1 112.2 553.8 612.4 719.5 1，014.4 
製 家経済 余 剰 84. 6千円 89. 2 148. 2 35. 3 106. 2 129. 5 173.3 
農業依存度 62 % 71. 5 2. 3 34. 0 79. 6 90. 3 92;4 
昔話業 所 得率 61. 0 % 6，1. 9 O. 7 68. 5 60.4 70.3 6，1. 6 
1入当 り家百|貨 108. 5千円 122. 1 12，1. 6 99.8 11<1.7 WJ.9 158;8 
家 計充 足率 71 ~〆o 83.4 5目7 36. 6 92. ，1 114.日 117.4 
10時間当り純生産 1， 397 同 1， 9，10 125. 5 1，45'1 1，8，10 1， 989 2，160 
10a当り純 生産 36. 1千円 36. 2 124.8 32. 9 39. 4 34. 7 36. 1 
純回生定産資本千円当り 円 84.3 117. (j 684 734 1， 028 908 
間労定資本装備率 千円 2， 303 106.8 2，113 2， 516 1， 935 2，378 
働 集約度 日 20 95. 2 24.3 23 19 18 
備ー

































































































氏8 ;]( fi 10日当り l以量の推移 (単位 kg)
'.I，;)~! 31 I 32 I 33 I 34 I 35 I 36 I 37 I 38 I 39 I 1 1 1 1 1 1 1 1  40 
余 1，1








































表 9 7J，稲う るち品種別普及率(%) 昭和39年 表10 水種品績の早中生別作付商
綴告IJ合(%)
早生種|中生種|晩生判 官|竹叫|正:子:引問l?問:言コE断伊閉?F司i1F|
|医ど; 1 診官引引叩:削州μ|ド同:;:口J叩|医冗三司r:日Iロ医同;:z羽J71:l苛:71却耳可r【町::;官1r点匝i三;7同岡1京 昭平日34 41. 7 42.8 15.5 υ 100. 0 
表11 水位保護苗代の面積普及率(%)
面積普及率 うち保温折衷時代 l青i島l可被醐瓦珪
33 I 37 I 39 33 I 37I 39
山形県 13914481ω~tγt 庄内 2. 2 1 20. 7 1 32.6 1 2. 1 1 14. 8 1 28. 0 10. 112. 91 4.6 
表13
36 17.1 48.6 34. 3 100.0 
38 18.0 67.0 15.0 100.0 
39 35.3 53.4 11. 3 100.0 
隔|扇面[Eb





100 |二 !J114121;:!;; l ; | 1;1312 1 ;市 1 1~
表14 除草剤使用農家数割合










山形県 5. 1 
圧 内 '1. 6 9.2 
表15 水田10a当り施肥量の変化(山形県)
N P Iて tl既1巴
成分量両成分量If旨数成分量|指数成分量指数
昭和9年 5， 366g 100 3，638 100 1，628 100 896 100 
21・22年 4， 196 781 1， 485 40 48，1 29 590 110 
30年 8，086 151 4，687 128 7，065 435 1， 005 112 
35年 8，190 152 6，620 181 7，640 463 








3. 7 8. 1 庄 内 16 47 26 





(昭和39年) l戸当り農業従事者 基幹的従事者割合 同左に占める女性比
市住 lj'( 35年 37q'. 35 
一一一
m;f(.f ~I，~ ;1・ 15， 674， '100 2. 91 2.80 66. 1 
iJl Jr~ M 326，800 3. 1 2.8 69.0 






37 35 39 
64.0 52.8 57. 7 
66. 7 50. 2 50.3 
65. 3 51. 2 51. 7 
のJx1Ni';Jlfi技術， 集団栽培や+α(稲作部門以外の追加部門)の導入によって， 稲作技術
f~，系に笈化を加えようとする経営者の行動をみることができる . それはまた， 労働力，土
地基悩，機械施設の組み入れ方と結びついて，効果が発揮されるのである.
(i)生産要素構造の動向
立c~に， 稲作技術体系を組織している各々の生産要素の動向についてみよ う. そ ζ で，
ジワ (~JJ))，民地，機械にかぎってみ る. ①庄内地域の 1 戸当り農家人口は 6.0 人であって，




出家の減少となって表われている. 3 ha前後の農家の年雇の減少は， 一方は臨時雇とゆ
い子1:伴え労働の噌加となって代替し，他方，{幾械化を促進したのである.しかし，最近
は， l~i，，\II S' htk と手間替え労働も微減じている . これを契機!C， 3 ha以上農家の年雇を含'む







































































































1. 7 I 14.3 
1.9 I 9.4 
















し て ， 112業機械化は脱穀制整用から，牛馬~Jfにかわった小型動力紛転機，そして，防除運


































































鶴岡 3.1 '1. 8 7. 9 鈎|品l 512. 7 
日程島 3. 9 3. 1 7.0 藤島 490.0 
i面回 2.9 3. 3 6. 2 i国凶 425.8 
平均 3.3 3. 7 7.0 全平均戸 474.3 
表25-2 農地改革前の水間面積(/1320) 表25-3 農地改革前の剥査農家の1訓告
|永幸ド巾
9 
f差 't時土' ~l!!. 
自作地|小作地| 貸付地
'鶴岡 380a 194a 57'la 83日
i熊島 421 89 509 253 
沼田 336 171 507 232 






































































































家高は1l，'Hdii' Cあって，償却資産の耐用 ;'I'- ì~ ， 現在価額は全て農林省回定資産標準による .
流動資il'(;:，流通資産，負債は聴取調査が1部不完全であるため調査農家の全戸平均は算出
できない. 1，¥頼のおける調査農家についてみると 1戸当 り流通資産相のうち， 現金は
11.9千円， !l'i'金885.9千円，保険累積'傾403.2千円，農協出資金139.7千円，株券152.2
千円，虫!U~~ '1.4千円となる. したがって 1戸当り流通資産額は1，597.3千円に達すると
みられとわ 1日和39年の山形県の経営耕地2ha以七農家の平均は928.8千円に比し2倍弱に
あるとおもわれる. 次に負債についてみると，制度資金で当初借入した資金の現在の残額












市は草取li:I.:地帯の多いこ とから耕転機の10ア ノーレ当り利用時間が多く なり，耐用年数を早
め比較的以;Ji'更新されたものが多いとと，又オー ト三 ・四輪の導入台数が鶴岡9戸のうち





















1， 477 1， 891 816 
1， 331 2，020 1，064 
1， 127 1. 793 968 















玄 対と (82.2) (88目1) (87. 6) (86.0) 2，733，354 2，949，781 2，557，205 2，40，021 
初} 麦，$[1穀・いも類 (0.3) (0.3) (0.3) (0.7) 46，953 11，122 8，416 21，672 
極 (1. 4) (0.9) (1. 4) (L2) そ 菜
生 46，735 30，255 40.525 39，220 
果 桔I (0.5) (0.4) (1. 0) (0.6) 産 17，617 13， 737 27，955 20，061 
物 その他耕種作 (0.02) (0. 1) (0，003) (0. 04) 668 3， 568 172 1，423 
言十 (85.5) (89.8) (90.3) (88.5) 2，845，326 3，008，460 2，634，273 6，822，388 
養 子許 生 i}li 物 (4.7) (1. 9) (2. 4) (3.0) 156，715 63，244 71，030 96，069 
林 産 物 (0. 03) (0.01) 1， 167 。 。 374 
力日 工 (0) (0.03) (0. 01) 。 。 900 321 
財産利用収入 (8.6) (8.2) (7.0) (7.9) 283， 1l:33 273.549 204， 392 252，028 
労賃俸給収入 (1. 2) (0. 1) (0.2) (0.5) 40，000 3，244 6，938 16， 378 
(所得的総収入) (HJO.O) (100.0) (100.0) (100.0) 3，326，640 3，348，500 2.917，532 3，187，571 



























ると，全戸平均では水田(作付面積)が経営耕地の 95.5%の474.3aであり， 畑地は 3.5
%の15.7aとなっている.畑は農業組収益構成からみても自家菜園用として主と しで利用
されている.地区別経営地構成では藤島が水間率 96.3%と若干高く (490ct)，鶴岡が95.5
% (512. 7α)で酒田が94.7% (425.8a)である.従って水田面積では鶴岡， 藤島，酒田
の順となっている. 経営地 10アール当り投下労働日数をみると， 全戸平均15.5日であ
り，地区別投下労働日数では，鶴岡市16.9日と最も多く酉岡市15.6日， 藤島 14.2日
の)[固に低い. (土地条件(団地数， 家からの距離， 7J(利条件，土性， 土質， 耕保，肥決
164 
表28-1 c:.業経営の資源
i 白 |深草. ~~I ~ ，;-1. I 家族民l 耕 九|牧地，宅|合計 | 固 定 資 産
|組lE i 畑 |計 [岩戸i(童話手 !ττI~ 竺|大植物|大家畜i大掛 |小 i流町 l計 i資産 i ? ? ?
a 円
鶴 同 3.4 512. 7 18.0 530. 7 6.0 536.9 13.187.368 1，700.745 7，924 71，888 436， 721 15，404，647 673， 308 16，077，955 
(95.5) (3.3) (98.9) (L 1) (100.0) (82.0) (10. 6) (0.05) (0.4) (2.7) (95.8) (4.2) (100.0) 
藤 島 2.485 490.0 12.0 502.0 7.3 508.2 12，606，20i 1，365，235 9，622 4(，04.34 ) 333，612 14，359.120 585，566 14，944，686 
(96.3) (2.3) (98.6) (L 4) (100.0) (84.4) (9.1) (0.06) (2.2) (96. 1) (3.9) (100.0) 
酒 国 2.57 425.8 16.4 442.0 6.8 449.0 11，034，550 1，134，074 26(，0 358 59.500 377.879 12.632，361 489.770 13，122，131 
(94. i) (3.6) (98.3) (L 7) (100.0) (84. 1) (8.6) .2) (0.5) (2. 9) (96.3) (3.7) (100.0) 
全体平均 2.81 474.3 15. 7 490.0 6. 7 496.6 12，231，756 1.390，527 15，053 58，643 382.565 14，078，545 579，559 14，658，104 
(95.5) (3.5) (99. 0) (L 0) (100.0) (83.4) I (9.5) (0.1) (0.4) (2.6) (96.0) (4.0) (100.0) 
cn ιn 表28-2 五~業経営収支 (単位向)






的総収入 計 純収益 純収益 本純収益 収益 農業所得 収益 収益 収益率 り報酬
3，OOZ，041(90-29〉d 32，960(所56得%率) 
% 
鶴 同 22， 545 3，024，586 1， 078.410 904，974 284，939 725，264 21，033 17，650 9.8 232，321 
藤 島 3，071，707(9Lη 3，360 3，075，067 1，437，442 1，297，132 681， 063 949，223 37，680(60.2) 29，342 26，4i8 29.2 436，512 
沼 回 2，705，303(92.7) 2，200 2，707，503 1，312，469 1，18i，215 650，391 976，188 41，419(65.4) 30，826 27，884 31.3 448，314 





手井 種 部 門
|麦・雑穀・いも類
養 畜 言十
稲 作 読 菜 作 果樹作 特用 f乍 計
鶴 同 2，733，354 46，953 46，846 17，913 668 2，845，648 178，939 3，024，506 
(90.4) (1. 6) (1. 6) (0.6) (0.02) (94.1) (5.9) (100. 0)
藤 島 2，949，807 11，122 30，255 13，737 3，568 3，008，490 66，578 3，075，067 
(96.0) (0.4) (1，0) (0.5) (0.1) (97，9) (2.2) (100. 0) 
酒 田 2，557，205 8，416 40，525 27，955 172 2，634，273 73(，2 230 2，707，503 
(74.4) (0.3) (1.5) (1. 0) (0，004) (97.3) ，7) (100.0) 
全体平均 2，740，021 21，672 39，220 20，157 1，423 2，822，494 105，069 2，927，563 
(93.6) (0.7) (1. 3) (0.7) (0，05) (96.4) (3.6) (100. 0) 
農業組収益構成表28-3
(単位円)
忘出3正 業 所 {辱 的 支 出 種 目 JjIJ 分 類
重苦l肥料費|葉剤塁長材料用調貸険飼料2料2i|中弧す宙氏血制労 賃l融 資122籍|柔道霊l被目臣賞 思1却水吋険寝付修貸|雲護|吋帯主)
鶴岡 4，917 m ，104|弘∞ 29，460 61，673 39， 727 01 383，121 44，201 39， 707 36， 651 8，134 12(3l 333 o 183，081 14，189130，889 120，554 11，叫o，(肌 933
(0.4) (12. 3) (4.0) (2. 7) (5.0) (3.6) (34.8) (4. 1) (3.6) (3.3) (0. 7) (7.5) (1. 3)/ (2.8) (11.0) (1.0)/ (100.0) 
藤 島 4，681 103，298 52，340 39，255 36.099 4，696 01 297，137 34，362 45，983 31，023 11，527 167 o 166，656 17，368 7(，0 667 195，22) 4 1，111 948，645 
(0.5) (10.9) (5.5) (4.1) (3.8) (3.5) (31. 3) (3.6) (4.8) (3.3) (1. 2) (0. 01) (7.0) (1.8) ，8) (20.6 (0. 1) (100.0) 
酒 田 4，888 89，965 48， 712 28，865 58，124 6，263 5，910 195，544 22，239 16(2，.102〕0 22， 77ワ10，868 
。55，607 11.283 6，400 158，400 3，070 745，008 
(0.6) (12.1) (6.6) (3，9) (9.8) (7.8) (0.8) (26.2) (3.0) (3.0) (1，4) (7.5) (1. 5) (0.9) (21.2) (0.4) (100.0) 
全体平 4，8311叫附48，351弘 396152，185ほ 51012， 1111 288，493133， 195133， 293129， 901叫 20114， 0181 0侃 99014ml以 6791158， 0721 6， 0491 924， 550 














る.鶴|荷lが高いのは農業資産額の 10.6 %~と占める建物評価額が 1 戸当り 10α当り共に最も
商いことによる. 土地評価額は82.0%を占めて 13，187千円 (10a当り 257千円)， 農機
具評価額1!36千円 (10α 当り 8.5千円)大家畜71千円 (10α当り1.Ll千円)大植物7.9千
円 (10a?Ijり0.1千円)の順となり， 固定資産額は95.8%の15，404千円となっている.
次にir薬品は農業資産額14，944千円であり， そのうち土地評価額は84.4%の12，606千円
で10a当り 257千円，建物は9.1%の1，365千円 (10α 当り27千円)大機具は2.2%の
333千円 (10α 当り 6.8千円)，大家畜評価額，大植物評価額の順となっている.酒田は農
業資産相13，122千円で、あって土地評価額は84.1%の11，034千円 (10a当り 259千円)建











であって稲作は90.4%の2，733千円 (10α 当り 53.3千円)を占め養畜5.9%の178千円，
麦・雑殺・いも作と野菜作は1.6%でそれぞれ46.9千円その他となっている. 藤島は農







くなっている. 農業経営費の平均は 1，650千円 (10α 当り 24千円)であって， 地区別農
業経営伎では，鶴岡1，334千円 (10α 当り 26千円)藤島 (10α 当り 25千円)1，229千円，
そしてi四回 943千円 (10α 当り 22千円)である.農業純収益は平均1，277千円 (10α 当り
26.9千PDで、あって地区別農業純収益で、は鶴岡 1，689千円 (10α 当り32千円)藤島 1，845





ト¥ 物財資 労 働 E苦 資合 地 資 資合 租公 費合槌 肥料' 諸 材 料 水防建{I多量引榊告取宅F賃料 償 却 臨 自 本首 跡; 自 計献器芳腎その他 ;十 利 除 物給 料金計 m 機計 五十 J十 用計 利 用(2計) 税2阜用計時 家 (1) 代 ナ (3) 
鶴岡 657 2，曲6 1，町5 4，581 215 制9 176 m 1，271 1，620 738 3iJO 7鉛 2邸 10.263 田512，095 3，曲713，547 6，179 7，1却 13，2鈎 却，84615，24 2，珂54，575 2，241 45，816 
O 
ア 藤島 632 2，095 1，町5 4，070 125 話7 2町 223 町2 1，却4 8¥1 489 647 2191 9.25 9551 2，757 3，7日 13，107 6，036 7，614 13，650 26，7担 15，312 2，151 叫，220 3~755 47，975 
実司可
ノレ 沼田 5朗 2，094 1，975 4，凶9 161 担3 316 2幻 1，似3 l、羽6 894 412 53 19519，040 sω2，569 3，羽912，491 4，693 7，田312，646 25，1訂 15，165 1、的342，195 3，51 45，746 
I 当
平均 627 2，273 1，町5 4.248 168 454 251 28 1，181 1，41 812 401 62 2お 9.5話 9191 2.467 3，担613，郎3 5，日5 7，551 13，2附 26.剖B15，234 2、19143.砲4 3，1帥 46，8臼
I自
鶴岡 1田 7“ 579 1，343 63 19¥I 52 70 訂5 475 216 叩 お3 制 3.仰8 2921 614 卯513，970 1，81 2，船7 3，898 7，鎚8 4，462 734113，曲4 651 13，721 
区 五
O 藤島 167 55 523 1，078 3 95 71 59 1 258 367 215 1却 172 日 2.叫4 2531 7却 95313，'η 1.59 2，017 3，616 7，0回 4，057 57011，7J5 995112，710 JIj 
" 当 i酉回 1日 561 529 1，090 43 92 85 印 2田 目。 幻9 10 143 521 2.421 2141 鎚 9021 3，345 1，287 2，1却 3.羽7 6;732 4，061 50711，制 951112，お1
り 平均 172 6お 543 1，168 45 125 69 63 却3 396 23 1lQ 182 6512.6四 3，593 1，55 2，0η 3，632 7，26 4，1鈍 回3112，018 870112，8閲
数 y比 一5.0 671 2，担。 1，町5 4，詰5 205 484 200 237 1，126 1，549 68 270 748 29919.6邸 3.054 12，957 ι275 7，お沼 13，631 26，5岨 15.267 2，710 “>，572 2，m 訂刈315.87 田 O
fイqすz ア 4.5- 5η 2，145 1，975 4，120 127 437 おS 23 1，075 1，414 795 549 516 1891 9.235 3，63 13，010 5，剥2 7，135 12，27 お，7町 15，23 2，709 43，719 3，話。
5.0 商 Jv 
B不買Ij 当 4.0- 614 2，判2 1，町5 4，拍7 171 475 却3 23 1，12 1，429 1，021 431 757 却2110∞2 3，5掴 13，国8 5，3訂 7，8閃 13，初2団，7田 15，1日 2，187 <，1岨 3，250 。 4.5 
鶴岡 '2.5 9.7 7.4 19.6 0.8 2.4 0.7 0.9 u 6.0 2.7 1.1 3.0 1.11 38.2 3.7 7.81 1.5 却.5 23.0 U，5 49.5 l加
1，1'i調
0.5 1.3 1.0 0，8 16 島，5ヨE 藤島 2A 7.8 1.4 17，6 5，2 3，0 L8 2.4 0.81 34.5 3.6 10，3 13，9 49，0 2.6 51.1 10 
成 士也
区 沼田 2，3 8.3 7.9 18.5 0.6 l.l 1.3 0.9 u 5.2 3.6 1.6 2.1 1.01 36.0 3.2 10，2 13.4 49.7 18.7 3l.6 50.3 I同
主司 JI 
21.5 平均 2.4 8.6 7.5 18.5 0.6 1.7 1.0 0.9 u 5.5 3.1 1.5 2.5 0.9 話J 3.5 9.41 12.9 49，7 担.7 問2 lω 
メロユ、
5.0 2.5 8.9 7.4 16.4 0.8 1.8 0.8 0.9 4.2 5.8 2.5 1.0 2.8 1.11 36.4 1.5 岨7 お.6 27.7 51.3 lω ( 水面 5.87 
% 図税 4.5- 2.2 8.3 7.7 16.0 0.5 1.7 1.2 0.8 (2 5.5 3.1 2.1 2.0 0.71 35.8 14.1 日。5 21.9 'lI.7 49.5 1ω 5.0 作
4.0 イ寸Jl 4.5 2.3 9.0 2.3 16.3 0.6 L 1.1 0.8 H 5.3 3.8 1.6 2.8 0.8 訂J 13.2 田.7 19.9 29.3 49.3 1ω 
?
??
















































夫，晶一・ 数 (10ア{ル当 り) 構 成 比 (%) 
投下労働日数
査 作付 固 定 資産 流動 固 定 資産 流動
数 面積 自家 |臨時雇 | 土地 |建物 [大農具( 計 資産
合計 資産 合計言十 土地 |建物 |大限[計
調査
G 千円 千円 千円 千円 千円 千円
鶴岡(大泉〉 9 512. 7 366.6 185.4 552.0 253 28 7 289 11 301 84. 0 9.5 2.6 96.1 3.9 100 
地 藤 島 9 489.9 446.9 188.4 635.3 255 24 6 285 11 297 85.8 8.3 2.0 96.1 3.9 100 
別区 i酉 回 10 425.8 365.9 150.3 516.2 252 17 278 10 288 87.5 6.1 2.6 96.2 3.8 100 
水 ha 
作付田頁別額
5. ~5.87 9 537.1 425.2 195.8 621. 0 254 26 戸i 287 11 299 84.9 8. 7 2.4 96.0 3. 9 100 
4.5~5.0 9 470. 9 378.4 183.6 562.0 253 26 7 287 11 298 84.9 9.0 2.4 96.3 3. 7 100 
4.0~4.5 s 429.3 372.8 161. 3 534.0 252 17 7 277 11 289 87.4 6. 1 2.5 96. 0 4.0 100 
平 均j2s-[47ム[392.1 [ 173.9 [ 566.0 [判ム|可刈 11-[叫わ|…[2.4[叫 3.9[100 
表31 稲作部門分析指標一調査地区別ー
成 果 ナ旨 4奈 要 因 分 祈 主旨 襟





物生 費用率ル当り 働投ル下当日労数り物ル財当費り装備率 装備率 回転率収益率価値率 生産量 効率
調 千円 千円 千円 円 円 % 円 円 円 %| % %1 %1 % kg 
査 鶴 同 55.9 21. 9 33.9 23，972 2，224 8.98 83.44 28，001 1，258 18. 561 43. 46 75. 791 63. 351 39. 2 512 12，2021 11. 031 14 
土也 藤 島 62.8 22.8 39.9 29，838 2.428 10.89 80. 72 22，913 1，010 21. 151 50. 79 79. 161 65. 041 36. 4 565 15， 4291 12. 97j 13 
別区 ?酉 日 62. 7 20. 7 41. 9 31，839 2，866 11. 77 77.81 23，831 1，030 21. 691 52. 43 80.071 67.741 33.0 560 15， 4091 12. 051 12 
水面 5. ~5. 87 1 56. 6 22.0 34.5 2，100 9.1 25，923 1，120 18.89 45.36 77.12 62.33 39.0 510 13，009 11. 6 13 
付{回乍別程!i4. 5~5. 0 1 61. 6 22.0 39.5 2，570 10.8 25，044 1，090 20.61 49.77 78.88 66.79 35. 7 554 14，952 11. 9 13 
4.0~4.5 163.3 22.1 41.1 2，600 11. 5 23，252 1， 092 21. 89 51.14 78.54 66.92 35.0 577 14，469 12.4 14 






34. 3 %， 1M "iり純収益38，534円である.稲作部門資産構成についてみると，部門資産額
が1'J，040千川であって(農業資産額の95.6%を占める)， そのうち土地は85.6%，建物は
8. 1%， )，:);!iHは2.4%，流動資産3.9%からなっている。 このよ うな，稲作部門の経営要
素附遣とその機能にょっともたらされたのである.次に地区別の収益性(部門総資本純収

















ととなどから 鶴岡の10α 当り収量を低く し，藤島，沼田の順に高くしている.更につけ
加えれば，@鶴岡 (大泉地区)は10α当り収量を高めるために昭和30年頃から，暗渠排




















1 2 3 4 5 6 




鶴岡 200 596 125 837 72 868 44 802 692 13 556 5 1 179 3 785 1 1 142 512 710 6.7 75 失F晶司.
藤島 234 451 901 514 70 658 40 315 29 205 16 537 11 211 6 1 361 6 681 。令 494 510 466 7.1 72 
沼田 196 408 115 606 55 403 33 385 15 106 ーワ 130 1 1 195 426 447 5.6 77 
数
平均 211 482 109 664 66 664 39 510 24 3941 13 331 8 370 41274 3 15031 2 404 479 540 6.5 74 
鶴岡 39 24 14 8 5 4 3 l 1 100 
+誌
成 藤島 45 18 14 s 6 3 d つ 1 l l 100 
比 沼田 46 27 13 8 4 2 100 




同 一切本田耕起代間|元肥 追肥 田 植 中耕除草1防 除 I溢儲昌排掴也水 I稲刈りI稲脱笠上穀調げ I 言十
実ア 鶴岡 0.47 0.17 0.16 0.97 0.22 1. 99 1. 77 0.32 0.59 2. 12 2.25 11. 03 
数 1 藤島 0.56 0.19 0.22 1.14 0.17 2.03 3.07 0.15 0.67 2.32 2.44 12.97 
f、ノレ 酒田 0.96 0.20 0.22 0.86 O. 14 1. 94 2.64 0.27 0.59 2.96 1. 28 12，05 一当
Oり 平均 0.64 0.18 0.20 1. 00 0.18 1. 99 2.47 0.25 0.62 2.20 2.28 12.00 、ー〆
構成
鶴岡 4.3 1.5 1.5 8.8 2.0 18.0 16.1 2.9 5.3 19.2 20.4 100 
藤島 4.3 1.5 1. 7 8.8 1.3 15.6 23. 7 1.1 5.2 17.9 18.9 100 
比 酒田 8.0 1.6 1.9 7.2 1.2 16. 1 21. 9 2.2 4.9 17.8 17.4 100 

































































































? ↑ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?













































出i 同 よJ 0.6 20. 8 380 83 14. 7 185 565 67. 3 52.6 32. 7 2. 7人
目事 島 2.2 O. 3 15.0 447 50 7.9 188 635 70.4 62. 5 29.6 
1I可 田 2. 3 O. 4 17.4 366 60 11. 6 150 516 70. 9 59. 3 29.1 











|元肥|同植 中耕除草 稲刈り I稲脱穀上調整げ I 言十
MJ同 9.2% 66.7% 15.5% 59 % 18.2% 37 % 93.2% 
j熊島 15.7 54. 16.6 52 23.3 32.4 92. 7 
i羽田 9. 6 62. 5 2. 7 66. 7 19.4 38.6 97.5 













































鶴岡 2. 6 1.6 4. 2 
藤島 2. 3 1.3 3.6 
i国田 3. 1 O. 3. 1 










































実 数 f主 成 上ヒ (%) 
早生|中生|晩生|その他[ 言i 早生|中生|晩生|その他| 計
G G G G G 
鶴岡 189 209 97 11 507 37.3 41. 3 19.2 2.2 100 
藤島 100 305 98 2 509 19. 6 59.8 19.3 0.4 100 
沼田 84 228 113 36 428 19. 7 53.2 26.3 O. 3 100 




「 ? ? ?































17.8%と基幹的品種とみられる.rオオトリ j9.2%がそれにつぎ， rフジミノリ j，rハツニ

































17.1 16.6 17.0 
21. 6 20.6 19. 7 
22.6 16. 5 20.4 





N I p I K 
メ メ メ 鶴岡 10 4.18 62 2 9. 9 
1. 67 1. 58 1.6 藤島 23.8 4.20 61 2 9.12 
1. 60 1. 65 1. 75 i酉問 35 4.21 58 1 9.14 
1. 75 1. 64 1. 95 平均 21. 8 4.20 60 2 9. 12 
1. 68 1. 63 1. 97 
③JjIli肥量水準についてみると苗代，及び木田施肥量は全戸平均では，苗代1坪当り N20.1



































へ1 戸 当 。水投 投下 資 Jl;i 主且 物作付田 下労働 本 機資 財 具 収 Hオ本戸 積面 E 指数 範囲 放 数 .n 富江 額 益 費
~配9518 
4零 日 1~千却円5 且千叫円7 3キ45同 千円 手間0生 510 5卯 2.80 62自ア
li蛮 9511 05 1 .46 50 13，73 L邸5 343 2，797 628 
Jレ
当η量 105 9 452 弱4 1孔278 L邸l 32 3，003 5町
字J当りlレ雫世働叫旦
-95 10 492 4鈍 14.505 L白7 412 2，904 6括
9-5.1 205 8 “2 523 Il0S5 LB93 262 2，597 日4
105 10 岨l 筋8 14，お9 2166 ぉ。 3.叫8 6 
Oア物 9S 1 括。 日4 13.担2 1，1幻 25 2.1坊 5 
Jレ財 9-5.1 05 9 岨日 52 1+.1蝿3 1，由日 担4 2.937 629 
出り 105 8 416 印3 1(501 2，位。 465 2，9町 12 
単f働品労力官Rt物対資当り立
-95 9 459 日7 13;却2 1，708 お6 2.198 539 
9-5.1 205 7 474 民6 I~話2 2，361 270 2.8回 619 
45- U 486 527 14，羽8 且白書 460 2，920 618 
襲言守祖収益
-95 包 日q 613 14，鈎1 主犯4 33 2，加4 654 
9-5.1 05 5 418 回8 14、016 1，832 384 2.鉛5 6お
105 
1 45 518 12，991 L 746 329 2.胞5 573 
Jl -95 1 話。 臼8 13，似5 L臼I 21 2花自 出5
用 ~'}o51 8 473 出8 14.081 主的2 412 2，如9 6>12 
率 105 9 国5 595 IV04 主お5 421 2，917 105 
価 -95 13 454 出4 IlIQI L611 却5 2.卯6 5η 
格 95.1 415 57 13，田5 1.812 -1051 8 指7 2.郎8 6.02 
率 105 7 51 臼5 1~926 L町2 訂2 2，851 716 
平 均 m 話S 14.040 己的9 泊。 2，郎5 610 
要 因
Jl¥ 約 度
部 労ー 自労 資 ):司e Jl;i HE 良 1且
r~ 世I 本 機働




額 額 領 費 資 益
千円 日 四 千3ω円 4手1.2円
同 円 円 千円
1，713 1.6 7.8 6，78 4.320 709 54.9 
1.74 1.8 8.6 294 40.0 7，担。 4.泊。 782 印.0
1，伺2 12，5 8.2 293 40.5 7.354 3，915 951 節調4
1，邸2 10.1 ι8 293 39.5 8，訂5 4.215 印E 鎚.8
1.邸E 1.8 8.3 担5 42.8 1，691 5，84 制9 82.1 
1.931 13.9 9.8 泊自 45.1 6.町9 4.161 9却 63.3 
1.879 1.6 8.4 290 37.6 正日l 4.01 705 的。
1，820 1l.7 1.7 泊4 40.9 6.816 4.108 8泊 59.9 
1.63 12.1 8.7 初5 別.2 9.194 4.719 9お 61.5 
1.8甜 13.4 9.5 担9 訂.8 5.149 3.917 Bお 61.0 
1.859 1.9 8.9 却3 49.8 5.108 4.話3 870 60.2 
1，8叩 10.9 1.0 四6 41.8 9.414 4.418 141 60.1 
1.12 12.3 8.5 四9 岨.5 6，61 4.526 7お 話.1
1.892 1.1 8.8 294 羽.4 8，040 4.34 792 62.1 
1.923 1.6 7，8 自2 却句3 1，胡9 3.8伺 B珂 “.9 
1.9ぉ 12.2 9.3 目。 37.4 4幻9 4.0鎚 765 臼.0
1，851 1.8 7.9 四7 品2 8，720 u国 849 61.6 
1.687 1.8 7.4 却l 46.3 8.46 4.418 回2 57.8 
1.951 1.8 8，2 担8 35.5 6，却I 3.抽d 船8 64.0 
1.7“ 1.7 7.8 泊2 38、2 8.1伺 4.3訂 日伺 59.1 
1.691 12.4 89 31 58.2 7.236 4.579 719 5.9 
1.8訂 1.9 LBそ 396 42.4 7.18 4.216 812 印.4
指 標
(IOa当り) 装 仰 率 効率及び回転率
物 純 資 玄"羽t 物 五基 物 一当 HE J.: 
本 扱 財
09 料 本ア収財 収 本 M 効 IJil 効 回M R 
率ル
転
資 益 lin ui 資 額 lf! ~ ヰふ
12.4 円 千円 手円
子同 ‘乎円 千円 タ省
452.6 A9 1千2.6円
% 
3.6 3.8鮒 61 160 町 2.5 18.3 
13.6 38.1 3.m 印。 171 93 2.5 54.5 13.1 初.6
13.2 4.1 3，臼2 181 159 8 19.9 598.8 16.1 2.2 
12.9 1.5 4，甜5 5!5 191 l剖 21.9 529.8 1.0 20.2 
18.0 52.4 3.7臼 日2 1珂 7唱 21.3 532.1 13.4 19.9 
13.6 40.2 3.219 416 147 14 21.5 570.3 15.2 21.2 
1l.6 40.9 え148 姐4 1叩 71 19.4 5担.8 15.0 20.1 
ロ.8 訂.1 3.793 52 1日 町 21.4 日5.9 14.6 加3
15.9 37.1 3.61 印2 179 15 24.1 日4.6 13，0 20.2 
1.8 40.0 3.お5 415 131 51 19.3 548.1 15.6 21.0 
13.1 話2 3.釦5 5お 163 71 21.1 5385 13.8 19.8 
14.0 31.1 4，曲4 5π 193 l却 お.2541.1 13，6 却，3
13町1 34.3 3，附 568 160 81 お.3 509.6 12.4 18.1 
13.3 39.6 3，1回 492 10 1ω 21.4 56.1 14.3 21.1 
12.9 43.2. 3.叩1 日5 1五 95 19.9 回3.6 16.8 22.2 
12.1 42.8 3.訂2 460 149 59 119.5 5珂.4 15.2 21.1 
13.2 39.1 3.181 描2 161 10 21.4 日3.3 14.6 20.1 
14.0 33.4 3.832 5国 1η 101 24.2 5田3 12.9 19.2 
12.7 43.0 3.町7 452 162 82 I 19.9 5π.1 16.0 2.2 
12.7 話.7 3.747 4曲 162 104 21.4 526.8 13，6 20.9 
14.0 3.1 3.162 702 169 町 25.1 512.1 12.2 17.9 


































当益 本手 主主洲 q拍費
円
団位問23:1 I 8.73 1，989 
訂.8 10.お 2，羽3幻自
34.3 12.盟 ろ却B14.ω 
却，8 10.62 2，931 80.51 
10.2 10.U 2，414 82.45 
2温.810.5 2.275 82.日
初;91岨 2，別27.41 
企1.810.25 2，510 83.53 




23.5 8.打 2，165 槌.π
却.4 10.百 I‘912 81.71 
34.0 1l.65 2，4ω 14.岨
32.0 1.相 2，719 76.由
29.3 10.15 2.690 関田
23:.9 8.筋 2.町2鴎剖
3.6 12酒 3，129 74.46 
27，3 10.11 2，469 84.52 
21.1 1.田 1，615 92.53 



















































































一一言r門夜干芳傍)j員数 音1¥門投下労動日数 投下資本 部門粗収益




























K P'.t' Px-C .t'" / P¥ ト「τ --r・マ.x ← L(τ-1)............(1) 
、.t'
(但しー働純陥一
資4本q額， R=音部日門粗収益， R=P'.t'久， Pニ米価.t'=米生産量， ml 




g-m-K R m 一一一一一一L L K R 
g'一(~ ì'=~L-mLm' mL' m' m 凶・一一一l 一一一一一一一一一 0 一 位)一¥L)一日 L L2 --v，工，=---yご……凶
つぎにR/L='I， L=R/Tとし， (1)式を(2)式に代入して，
m' m‘ m' mT m'T 
(R'V Rづ百守二百1"ー ←亘一 R守二豆1"=百三…....・H ・H ・-…(3)





1 戸 当 り 要 図 ま旨 4菜集 事句 度 (10a当り)
農家番号 労働時|碍袋|資本判資本財額|農機具額|粗収益|経営資|純収益 労働日数|資本額 |資本財額|蹴具額|粗収益 |経営安
日 a 百千円 千円 千円 千円 千円 千円 日 千円 千円 千円 千円 千円
1 22， 25， 26 3 468.3 425.9 12.0 1，273 318 2，806 864 1，941 11. 0 281 29 7.5 65.9 20.3 
2 9， 15， 16， 19， 5 502.8 455.1 13.3 1， 736 227 2，902 974 1，927 11. 0 291 38 5.0 63.8 21. 4 27 
3 3， 14， 18， 20， 7 559.1 463.4 13.5 1，712 441 2，960 1，079 1，881 12.1 292 36 9.5 63.9 23.2 21， 27， 30 
4 1， 6， 8， 13， 23 7 588. 7 482. 7 14.1 1， 870 286 2，750 984 1，766 12.2 291 38 5.9 57.0 20.4 24， 28 
5 2， 4， 5， 10， 12 6 649.0 517.5 16.3 3，115 392 2，886 1，189 1，697 12.5 314 60 7.6 55，8 23.0 17 
平 均 28 566.0 474.3 14.0 2，009 340 2，865 1，037 1，827 12.0 296 42 7.2 60.4 21. 8 
要 因 f旨 標、 成果指 標 (収益性)集約度山~I~~~ I そ の 他
順位| 農家番号 純収益|生産量|物財費|肥料貸農薬費喜本草l器財霊酬率|肥料効率1り0土ア地ー純ル益当I報家族労働酬I資益本純率収I産1k物g生当産り主~ 
千円 kg 千円 千円 円 千円 円 % 千円 千円 円 % 円
1 22， 25， 26 3 45.6 591 12. 7 3.8 805 25.9 1，159 30. 7 17.3 37.9 1，231 14 68.9 
2 9， 15， 16， 19， 5 42.4 576 12.6 3.9 764 26.4 1，140 31. 6 16.5 33.4 1，632 12.6 74.5 29 
3 3， 14， 18， 20， 7 40.6 573 13.5 4.2 980 24.3 1，115 36.5 14.6 31. 0 1，007 11. 3 81 21， 23， 30 
4 1， 6， 8， 13， 23 7 36.6 510 12.0 4.4 782 24 985 36.4 12.9 26.4 921 9.8 82 24， 28 
5 2， 4， 5， 10， 12 6 32.8 513 14.2 4:5 708 25 1，135 41.1 12.3 20.6 722 7:7 93 17 
平均 28 38.5 545 13.1 4.2 812 36.1 14.2 28.4 10.:49 81. 81 
一投下資本額 一資本財資本額 物財費町ー 一組収益 "-粗収益
注〉齢、袋備率一投下労働政'資本財装備率一投下労働回数'物財装備率=肝痛百薮，n叫巴凶料効桝率一胴要γX1，O
付伽力咽畑1値直陣率=理犠義塁静望，労働力純収益率=遡雄監，付加価値資材陣=鰹騨，資本回融 m盟主犯収益 組収益 純生産額 投下資本額
。
~ 
いまTを一定とする T'=O;RT'=O…...・ H ・...・ H ・...・ H ・.…・ (4)
となる，そこで(4)式を 3式に代入する.
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i吋三三 24主Ll.. . . (7) 
し C' し C
x .-t; 
p'=O， x'=!， ・ p'x=O，p.-t;'ニP

















































































b官 b.f(Xl) =ιX~'X~' ………一 -… … ・・…・…・ …..・H・..・H・-……・(1)
但し， Xl， X2は生産要素投入量.b1， b1は各々 Xl，X2の生産弾性係数 aは定数である.
1)今， Xl， X2について各ノ守備微分すれば，
。血 LzbdxfMxf241血 L ...................(2) iJXl ..." ••• Xl 
位型L=baaxb-1xf1=九五五L..................(3) 8X2 -.-，. ，. X2 
故にb1! b.を計測するζとによってXl，X2の偏限界収益力を計測することができる.
2)ところがん，b2は(2)，(3)式から，。f(Xi)/θX1ー θf(Xi) / f (Xi) b1 ……………… … .・H ・.(4)f(Xi)/XlθXi/Xl 
b一θf(Xi)/θX8f(Xi)/f(Xi)
.- f(Xi)/Xl 8Xi/Xi ……………….・H・...………(5)
となり生産弾性係数を示めす.
3)吏に(1)式の変数Xl，X.をA倍すると
b1/ 'v-¥b2_ n ,b1+b2v-bl v-b• fOXi) =a(AXt)Vl(，lx.)V=aAV' V2X?X~ ・…・・…・ H ・H ・..………(6)
となり，b1十九星1の場合を検討してみると，
今，X2=aXlとおけば
b， / _ b. . __b1+b2 













，!If(Xi) =h.1皇iL 8丘茎fL~Ll包止。Xl -v1-X1-'θX2 -vaX2 
であるから， ん=1ー んを利用して












dXl v2一文γ b2Xlより ←1玄子一τ7な;ァ~b茂子・ ・ ・・・・・・・いい・……... . ....…側
Vl-玄7
dX 、 1 ，-1 とし， ←ー→L=Kとおけは，Xi=b1b. KX2 ・… ・・…・ぃ ・…・目・…・田…問dX2-.l'¥. '-4')~) rd-， .L)，.J. - v~v2 
となる.問式は規模線と呼ばれる.
他方，最小費用の条件を求めてみると(但し，Pl， P2はXl，X2の要素価格)
費用方程式 C=PIXl+P2X2 ・…一 ・…・-……・……………………，間
とし，最少費用で生産する場合の生産要素の組合せをもとめると，
G=f(Xi)-C……ー……… ……ー ー …， ……・……………………ι品
θG 8!(Xi) 方支二百迄土"--PlニO
θG 8!CXi) 夜干-，議!L.-P2ニ 0







Xl=τ・寸 X2 ・ 間



















生 産 修正生産 平 均 値 {扇限界収益力
3単位係数 弾性係数 幾 何| 算 術 幾 何 |算 術
(定数A)万円 百円 万円
Yl 137.16 272.9 274.0 
a I 10 a当り
水田函積 Xl 0.65982 0.16191 471. 3 472.3 9，375円
労働日数 X2 -0.02520 
)J巴 料 Xs -0.38477 
M 千円 千円 1円当1り円動畜 機具 Xi 0.10032 0.08665 183.4 187.6 0.843 
千円 千円 11 
利 X6 O. 10817 O. 10807 65.68 68.39 0.449 
百円 百円 11 
一|珪 除 X6 0.09700 0.00924 363. 1 382.0 0.694 
千円 千円 ノ/
1也物財 X7 O. 10356 0.07568 11.89 12.35 1. 737 
5単性不日 S 0.65896 0.41155 
決定係 数 R2 O. 78222 0.50242 
(定数A)万円 万円 万円
生産物価額 Xl 83.295 272.9 274.0 
a al 10 a当り
水図 面 積 Xl 0.49427 0.44515 471. 3 472. 3 25， 755円
日 日 1日当 り
M 労働 日数 X2 
O. 18597 0.13224 556. 7 566.0 648円
鎗物施設 Xs -0.03968 
千円 千円 l円当1り円
H 農 機 具 X9 0.04209 0.03599 296.6 340.0 O. 33 千円 千円 11 
流動財 XI0 0.00592 0.01152 225.5 229. 7 O. 1394円
1-~単性和 S 0.68857 0.62489 
決定係数 R2 O. 53297 0.47466 一 {定数A)万円 万円 万円
生産物{同額 ， Xl 101. 24 272.9 274.0 
a al 10 a当り
水田面積 Xl O. 44876 0.40809 471.3 472.3 23，624円
日 日 1日当り
労働 日数 X2 0.11567 O. 10842 556. 7 566.0 531円
M 固定財 Xl1 -0.01995 
千円 千円 l円当り
流動財 XI0 0.07925 0.07540 225.5 229. 7 0.9125円
E 
5単位和 S 0.62374 O. 59191 一 一
決定係数 R2 0.45249 0.44392 
ロ:) *~{本数は各モデルとも 28である.































表45-2 調査地区別生産関数の計測 (M← E模型)
生 産 修正生産 平 均 値 偏限界収益力
弾性係数 弾性係数 幾何 |算術 幾何|算術
(定数A)万円 万円 万円
生産物価額 Xl 82.342 272.8 273.6 
a al 10 a当り 10 a当り
水田而積 Xl 0.95538 0，73477 ' 510.6 512 39，261円 39，215円
在車
労働日 数 X2 -0.03437 一
固定財 Xs -0.14445 一
同 流動財 X4 -0.26941 一
弾性和 S 0.50716 0.73477 '-
決定係 数 R2 O. 7509 0.66508 ' 
(定数A)万円 万円
29万5.円2 生産物価額 Y 230. 7 295. 1 
a a 10a6当7り ~Oa 当り
水田面積 Xl 0.01110 0.01010 488. 3 489.9 。円 663円
膝 日 1日3当連り z日当り労働j日数 X2 0.07676 0.07270 ' 625.0 635.3 3円 337円
固 定財 Xs -0.00867 
千円
23千o.'3 円 1円当り 1円当り島 流動財 X4 0.22468 0.26577 228.8 2:897円 3.405円
弾性手口 S 0.30388 0.34857 → 
決定係数 R2 O. 6061 O. 61904 一
(定数A)万円 万円
25万iu円生産物価額 Yl 170.68 ' 254. 5 
i酉 水回面積 Xl 
-0.09815 一
労働j日数 X2 一0.09258 ← ← 
千円
1，077千.円6 1円1当3り 10円.1当25り円固定財 X3 0.05000 0.42536 1，010.9 O. 133円
千円
194千.円5 1円6当4り 1円当8り円回 流動財 X4 0.50508 0.05295 191. 8 5:644円 5.59 
弾性和 S O. 36435 0.47831 一
|決定係数 ，R2 O. 5923 0.59239 
注) 標本数は，鶴岡9，藤島9，i酋同10である.
変数内においては相対的に過剰に投下されているのである.複合した成果指標で
順位が下位になるにつれて， lQa当り収量は低下し，その上10α 当り投下労働日数は"11. 



































































る.的偏限界収益力では水田面積10α 当り 25，751円， 労働1日当り640円，流動物財費1



























































化， IズIlhj!F，~jl lし i軍撤作業機械の導入が必要と なる. 建物施設の投入は差し控えることであ












































































































































An entcrprhling famiJy farm of rice monoculture means the farm which is able， 
first!y， to巴mploymor巴 thanthree work巴rsat least for rice monoculture， secondly， to 
earn positivc ent巴rprenuer'sprofit，and thirdly， tocover the standard living expens巴 of
a family with its farm income. 
Thc thrcc workers consist of two family workers ilnd a hired worker who works 
more than 150 days in th巴 farm.
Whcn a farm is completely separat巴dfrom the living of its owner's household and 
makcs th巴cnterpren巴ur'sprofit byadopting advan:tageously a new system of rice technique， 
we call it thc farm ent巴rprise.
A. Gcnerally speaking， when patriachalism in th巴 famiJyfarm is broken down， the 
main rcgular labor in the farm is gradual1y sold at the labor market， substituting the 
irrcgular hircd labor and machineries for it. In the process of dissolution of patriachalism， 
Howcvcr， itcould not be expected thatthe managerial talents would appear and the 
entcrprising family farm of rice monocuture would progress to the farm enterpris巴 with
large si7.c o( paddy field. In conclusion， the most important problem is now farmers manage 
to support thc cnt巴rprisingfamiJy farm of rice monocuIture. The detaiJed explanation is 
as follows. 
(1) According to th巴 surveyon producton cost of rice by the Ministry of Agriculture 
and Forestry， th巴 av巴ragerice farm gets enterpreneur's profit in every class of farm 
sizc in thc district of Shonai， b巴causethe production cost of rice per kg is low巴rthan 
thc scl1ing pricc. Th巴 largeris the paddy field of farm， the higher is th巴profit.Accord-
ingly， thc cntcrprising family farm of rice monocuIture over 3 ha. arable land gets more 
profit lhan the (arm under 3 ha_. Nevertheless， the number of enterprising famiJy farm 
over :~ ha. shows a slight decrease comparing with five years ago. 
Onc of the reasons is that the growth rate of farm income of the farm over 3 ha. 
has not ncccssarily been so high as that of the farm under3 ha.. Because the middle or 
largc-typc of tractorization has not been established enough to compensate the out註owof 
farm labor undcr the present level' of rice technique， so that the growth rat巴 ofrice 
yield pcr a of th巴 farmover 3 ha. has been relatively declining compared with the farm 
undcr 3 ha .
Another is the feature of family farm on which farmers must rais巴 notonly th巴
profit but also the farm income enough to make the family support the standard level of 
living_ 
1'h巴r巴fore，we should conclude that the enterprising family farm over 3 ha. has not 
195 
96 
the stable bas巴 ofmanagement. 
(2) As a result of the survey on the 28 farms with about 5 ha. paddy field， and of 
the factor analysis on 3 sampling ar巴a，3 groups c1assified by the size of paddy field and 
3 groups by 4 compounded indicator of farms， and also of the analysis of production 
function computing the elasticity of production and marginal products， it is pointed out 
that the higher is the rice yield， the higher is the returns， and also the ric巴 yield
becomes higher on the small farm than on' the large one. Itarises from the difference 
among 3 sampling areas， becaus巴 mostof small farms belong to Sakata， middle farm to 
Fujishima and large farm to Tsuruoka. 
It is estimated on the production function analysis that， as every model identifies 
diminishing returns to scale， judging from the sum total of the巴lasticitycoeflicien t of 
production， the optimum combination of production factors is determined within the 
surveyed 28 rice farm. Hence， the farmers wi1 not expand paddy field over 5 ha.， if
they can not increase the yield. 
(3) The principal structural factors of the resuJts of analysis are the natural condi-
tions inftuencing th巴 yieldp巴r10 a. and the characteristic of fami1y farm that uses 
fami1y labor and th巴 hiredlabor for a year as a main regular labor. Accompanying to 
the outftow of regular worker， the man白ager'sabi1lty' is restricted and al the operations 
of rice growing can not be done smoothly under the present system of rice technique. 
Farmers are suffered from the; shortage of hired labor and the ris巴 ofwage， parti-
cula向 inthe season of trans却anti均 'andharvest. It is i町 0山 ntfor them to choose a 
new technique substitutes the machineries and other production factors for th巴selabor 
and at the same time， tosimplify the other labor-iriterisive-practices. 
B. If farmers introduce mechaniziuion and work simplification to their farms， they 
wi1 be able to rais巴 labore伍ciencyand productivity of labor， and to drop down the 
cost of rice per kg・.It is， however， noted that the object of fami1y farm is not accom-
plish巴d，if farm incom巴 isd巴creasedby m巴chanization.In other words， they should 
adopt such a method as to raise rice yield per 10 a in order to increase capital turn-over 
ratio on such farms with high capital-equipment ratio as the surveyed "farms. It results 
in increasing farm income as the final object. Eventually， iflarmers select the manage-
rial strategy that they use profitably production factor origin 
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